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全体 69.1 30.5 25.1 19.7 
業種別
製 造 業 48.1 7.4 18.5 51.8 
卸売・4、売業 100.0 31.0 20.7 20.7 
金融・保険業 50.0 33.3 72.2 11.1 
不動産業 75.0 25.0 O O 
運輸・通信業 77.8 11.1 。 11.1 
電気・ガス業 50.0 25.0 。 50.0 









































































]0) 野口 (:W)，156.，158ペー ジ. ~日経流通新聞j 87. 9. 29. 8. 4. 9，参照。
11) 以下は，東急白7J，51~55ベージ参照固また. QRPシステムを用いた市場分析が同書の2
部で行われている.






























流 通 系 1170 2136 3268 
メ カー系 263 290 550 
信 版 系 1945 3563 5089 
中小小売商団体 416 445.5 474 
銀 行 系 1578.5 2926 4746 
石 }由 系 305 283.4 235 
そ 白 他 28 62 85 
合 計 5705.5 9705.9 14447 
(出所) (35)， 147へ ヅより作成a
〔注) 1 流通系は，自社カー下分のみ。
2 メーカー系は，電鴇メーカー系，自動車メ カ 系及び日立クレジット分の合
計。
3 信販系は，自社カ ド分Eび提携カ ド〈事務代行カード分を含む〕分の合計.
4 担行系は，彊行系クレジットカード会社各グノlーヅ亙び地銀パンクカード 協
同カ ドの合計.












「提携先顧客情報シλテムJ (表5)に共通してみられる特徴は，情報イ γ フ
ラλ トヲクチュアを占有していることで可能となった情報集積を基礎にしてF
加盟屈との情報的結合を強め，系列的関係の強化を図ろうとする点にあ畠。























































14) 以上， r 日経流通新聞~ 89. 1. 18. 
15) 従来¢情報科学論がζの問題を取り担ってこなかったことに対する批判として， 清水 ('9J，




16) 通産省 (56J，59ペー ジ参照.


















小売業(総計〉 69.0 31.0 
各種商品小売業 76.5 23.5 
織物・衣類・身の回り小売業 69.4 30.6 
飲食食料品4、売業 83.6 16.4 
自動車・自転車小売業 57.2 42.8 
家具・建具・什器d、売業 6()'5 39.5 





18) 野I.J (38J， 21へージa
110 (668) 
[合計|大|中 |'J' I合計|大|中 I 'J 
百 貨 后 35.7 36.6 32.3 20.5 36.7 37.6 33.2 22.3 
量 販 庖 13.2 13.4 11.1 5.5 15.0 15.3 11-4 6.7 
訪 問 販 売 47.6 51.4 32.8 41.6 44.5 30.3 
遇 信 販 売 89.6 93.0 79.5 88.9 92.8 76.5 
電器専門商 26.2 27.3 15.1 26.0 27.1 16.6 
自動車ディーラー 24.1 23.8 24.9 24.8 24.4 26.0 
右油元売会社 3.4 4.1 



































消費者信用供与額出率 10.4 11.5 12.4 12.8 14.3 14.9 15.2 16.0 17.0 19.1 20.6 
消費性向 79.2 81.8 82.1 81.7 83.5 83.7 83.9 84.0 83.6 85.1 85.2 
消費者信用残高伸び率 16.85 16.75 18.57 14.40 14.38 15.36 7.23 9.08 12.95 15.34 20.40 
消費者信用返済負担率 9.32 10.28 10.95 11.55 12.92 13.34 14.39 14.96 15.41 17口0 17.56 
家計可処分所得仲ぴ率 10.79 6.67 8.19 6.14 4.68 4.82 4.46 4.88 4.20 2.49 4.63 
貯蓄率 20.8 18.2 17.9 18.3 16.5 16.3 16.0 16.0 16.4 15.1 14.8 




















I 78 I河 I80 
15.1 13.6 10.8 
2.3 2.1 2.3 
2.3 1.7 1.5 
10.2 12.1 13.4 
2.7 2.7 2.7 
0.7 1.2 1.9 
11.6 1l.3 9.8 
3-7 3.5 3.1 
1.2 1.5 1.7 
3.9 3.9 3.6 
51.! 
21.0 23.1 
27.4 25.4 25.8 













顧客情報の集積利用と経営戦略の再編 (67!) 113 
各年構成比(%)
81 82 83 84 85 86 87 88 
9.0 7.4 6.0 5.9 5.2 4.8 4.0 3.8 
2.1 2.0 1.7 1.8 1.7 1.7 1.5 1.3 
1.2 0.9 0.7 0.5 0.4 0.3 0.2 0.2 
15.8 14.4 14.8 14.7 13.6 12.3 11.2 10.7 
3.0 2.8 2.8 3.1 3.1 2.9 2.7 2.6 
2.8 3.3 4.3 4.5 4.2 3.7 3.1 3.3 
9.4 9.4 9.2 9.2 8.7 8.8 7.3 6.5 
3.0 3.3 3.5 3.4 3.6 3.7 3.5 3.4 
2.1 1.9 2.1 19 18 19 19 2.0 
4.0 4.1 4.9 5.1 6.2 6.7 7.3 8.4 
42.2 
26.7 29.0 30.3 27.7 27.3 28.4 31.2 34.3 
20.9 20.9 19.7 22.2 24.2 24.8 26.1 23.5 
100.0 
増大しており， 53年の 46.3%から63年の 57.8%へと拡大していることがわかる。



























































































23) Iトレー ドシー グレット」につい Cは，さしあたり，山口 (G1lを参照。
24) 総務庁 (52). 290~330ベ ジ参照。 なお，現時点で日本は.OECDの8原則がすべて実施
されている国ではない.
25) 実効性白レベルには，国院的な有効性も必要である.それが必要な根拠として，越境を越える
デー タ流通に伴うデ タ・へイゲン問題が存在している. この問題については， Sauvant (45J， 
H，ロsenet aL (5).をさしあた匂参照のこ!o。













C41 藤田裕一「企業保有の個人情報J ~国民生活』昭和田年11月号. 1988年11月。
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